
▼その状況において

▼そこで

「今日どうだった？」というような漠然とした問いか
けをしても、具体的な話を聴くことはできません。

保育の後に、クラスの担任保育者と今日のことを振
り返りたいと思っています。

自分の発見から

その日の子どもたちの姿について、
自分から語り始めて、一緒に振り返る。

まず自分が見つけた発見や面白さについて自分から
語り、それをきっかけとして一緒にその日の保育の
振り返りをします。
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　取り扱い説明書（本紙）

園づくりのことば とは

「園づくりのことば」は、幼稚園や保育園、
認定こども園等の主任保育者や副園長な
どの「ミドルリーダー」に焦点を当て、その
実践の知恵を27枚のカードにまとめたも
のです。

園づくりのことばは、「パターン・ランゲー
ジ」という方法で記述しています。パター
ン・ランゲージは、良いデザインや良い実
践のコツを共有するための方法です。ある
領域の”上手な人”から工夫や経験則を抽
出し、言語化することで、その知を他の人
が取り入れられるようになっており、ある一
定の形式で書かれています。

1枚のカードには、ひとつのコツが書かれ
ています（よい「型」という意味で、このコツ
を「パターン」と呼びます）。「パターン」に
は、パターン名と言われる「名前」がついて
いますので、内容を読んで気に入ったら、
そのパターン名を覚えて、保育について考
える時や会話の中で使ってみてください。
どのパターンも、ある「状況」で起こってし
まいやすい「問題」と、それを乗り越えるた
めの「解決策」という３つの部分でコツが
説明されています。解決策は、やや抽象的
になっていますので、自分の状況や個性に
合わせて、具体的なやり方を考え、試して
みてください。

カードの見方 園づくりのことば 一覧

ミドルリーダーは、園の職員が保育に関わ
り、互いに交流しながら成長していく環境
をどのようにつくっていくのかについて、
多様な人々と関わりながら、日々考え、実
践をしています。しかし、その仕事の範囲
は広くあいまいで、外からは見えにくいも
のも多く、整理して把握したり、他の人と語
り合ったりすることは、なかなかできませ
ん。
本カードは、そのミドルリーダーの仕事に
ついて考え、話し、より上手に実践できる
ようになるためのツールです。
各カードの内容は、質の良い実践をして
いるミドルリーダーたちへのインタビュー
を元につくられています。日々考え、実践し
ている様々な工夫や具体的な行動をお聞
きし、分類や整理をしていくことで、その知
恵を目に見えるかたちにまとめました。

27の知恵がありますが、必ずしもすべてや
らなければならないわけではありません。
自分と重ね合わせ、「これはやってみたい
な」「もっと知りたいな」と思うものを見つ
け、その内容を日々の行動に取り入れてみ
たり、誰かと話したりしてみてください。
そのような個人的な使い方以外にも、園
内外の研修等で、ミドルリーダー同士で話
しあう際にお使いいただき、様々な学びが
生まれていくことを願っています。
＊カードの内容は、書籍『園づくりのことば：保育をつ
なぐミドルリーダーの秘訣』 （井庭 崇,  秋田 喜代美 編
著, 野澤 祥子, 天野 美和子, 宮田 まり子 著, 丸善出版, 
2019年）に準拠しています。各カードのより詳しい内
容を知りたい方は、書籍をご参照ください。

状況

問題

解決策

ことば
（秘訣の
  名前） 人をつなぐことで子どもが育つ場をつくる

保育についての既成概念をつくりかえていく

1. 自分の発見から
2. 見通しのひとこと
3. やる気がでる手助け

10. あいだの通訳
11. 声のすくい上げ
12. みんなで育てる

19. ワクワクの素材
20. 魅力的な実践見学
21. 新たな試み

7. 楽しむきっかけ
8. 学びへの変換
9. 原則に立ち戻る

25. 園を超えた交流
26. 強みの芽
27. 未来のリーダー

16. 意義の共有
17. 信頼の橋渡し
18. ともに育てるパートナー

保育者が成長できる環境をつくる

4. 日頃のおしゃべり
5. ひと呼吸おく
6. がんばりへのリスペクト

13. 経験のミックス
14. 会話が生まれるしかけ
15. 根底の思い

22. より大きな意味での保育
23. 子どもたちとの時間
24. 充電タイム

園づくりのことば カード
保育をつなぐミドルリーダーの秘訣
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カードの使い方（例）

Ⅰ.  経験や工夫を話し合い、学び合う
Ⅱ.  現状を把握し、アイディアを出し合う

①ミドルリーター同士3～6人程度でテーブル
を囲んで座り、パターン・カード27枚を用意
します。

②誰かがトランプを切る要領でシャッフルし、
１人あたり4～5枚を配ります。残りのカード
は裏面が上になるように、テーブルの真ん
中に置きます。

③参加者は配られたカードを手に持って、そ
の内容をざっと黙読し、手持ちのカードの
なかから自分に経験があるものを選んで、
1人ずつ順にその内容をみんなに見せなが
ら、自分の経験談や実践例を語ります。
　※手持ちのカードのなかに経験したことがある
ものがなくなった場合には、テーブルの残りの山
から 1 枚引いて、 補充してください。

④2～3周したら、あまり実践していないカー
ドが手元に残っているはずです。今度は、手
元に残ったもののなかで、自分が取り入れ
てみたい、他の人に聞いてみたいカードを
選んで、それを実践したことがある人がい
るかどうか聞いてみましょう。

①同じ園内の職員で集まり、27枚のパターン・
カードと、3色（緑・水色・ピンク）の実践レベ
ルカードと黄色の「取り入れたいカード」を
用意します。

②まず、３色の実践レベルカードを、少し離し
てテーブルに置きます。次に、パターン・カー
ドを１枚ずつ読みながら、内容を実践して
いるかを考え、該当する実践レベルのカー
ドのまわりに分類していきます。

③次に黄色の「取り入れたい」カードをテーブ
ルに置きます。②で「少し実践している」「実
践していない」に分類したカードのなかか
ら、今後、自分たちの園で実践していきたい
ものを「取り入れたい」カードの方へ移動し
ます。

④参加者で「取り入れたい」カードのなかから
1～数枚決め、ブレインストーミングの要領
で、どのように実践できるかどんどんアイデ
アを出し合います。でてきたアイデアをひと
つずつ付箋に書いていくと良いでしょう。
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 カードの使い方（例2）
●自分（たち）の「園づくりのことば」の
　実践の現状にどのような傾向がある
　かを捉え、その理由を考えたり、今後
　伸ばしたい方向性を見つけたりしま
　しょう。

カードを読んで、日頃実践しているものは、
「実践チェック」欄に○をつけます。
①

グループごとに○の数を足して、「グループ
の合計ポイント」欄に数字を書きます。

②

グループごとの点数を元に、左下のレーダ
ーチャートを作成し、傾向を読み解きます。

③

表とレーダーチャートは
http://creativeshift.co.jp/download/endukuri-list   にて、ダウンロードしてください。


